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国際ロータリー会長
ステファニー Ａ．アーチック

会長 戸田 尊文

未来に向けて原点回帰
～１００年続くクラブ作り～

来週の例会

■ 8月1日（木）

「ロータリーの友ファシリテート」

■ 例会後 8月度定例理事会

例会日：2024年7月25日
（令和6年7月25日）

■ 第1回クラブフォーラム

「クラブの現状とこれから」

理事挨拶 社会奉仕 迫谷 聡太 君

■ 今日の歌 「日も風も星も」

        

■ 例会後 第3回創立60周年実行委員会

今月は「母子の健康」月間です。前回、タイ・ヤンナワでの贈呈式と40周年記念式典に参加していただいた
田中会員に、多くの写真と共に詳しく報告して頂きました。改めて今回のプロジェクトの意義深さを知り、毎年
のようにグローバル補助金プロジェクトをホストするヤンナワRCの行動力に感心致しました。
さて、先月、私と同じくロータリー財団委員会の木本会員（交野RC）から、ロータリアンの映画が上映されるこ
とを教えて頂き、早速映画館で鑑賞しました。「ONE LIFE 奇跡が繋いだ6000の命」という映画です。主人公
はイギリスの人道活動家でもあるロータリアン、ニコラス・ウィントンで名優アンソニー・ホプキンスが演じた実
話の映画です。
時は第二次世界大戦直前、チェコスロバキアのプラハにはナチスから逃れてきた多くのユダヤ人難民が暮ら
していました。彼らの悲惨な生活を目の当たりにした主人公ニコラスは、子供達をイギリスに避難させる組織
を大急ぎで作り、里親探しや資金集めに奔走します。日々、ナチスの侵攻が激しくなる中、里親が決まった子
供達を次々と列車に乗せてイギリスに避難させますが、ある日突然開戦の日を迎え、避難計画の中止を余
儀なくされます。この勇気ある行動によって669人もの子供たちが救われました。
それから49年後、年老いたニコラスはその素晴らしい偉業よりも、救出できなかった多くの子供達のことが忘
れられず、自責の念にかられる日々を送っていました。そんなある日、ニコラスのもとにイギリスBBCの番組
「ザッツ・ライフ！」の収録参加依頼が届きます。元々下品な番組だと毛嫌いしていた番組でしたが、執拗な
依頼に渋々参加します。何も知らされず多くの人のいる観覧席に座るニコラス。胸にはロータリーバッジと
ロータリーのネクタイ（のように私は見えました）。収録が始まり、いつしか番組はニコラスの偉業を紹介する
コーナーになります。驚くニコラス！！そしてラストは番組の感動のサプライズに涙、涙、涙(T-T)。
私は映画好きで、戦火のユダヤ人難民、ホロコーストについての映画といえば、「ライフ・イズ・ビューティフ
ル」、「シンドラーのリスト」、「戦場のピアニスト」と、どれも素晴らしい作品ですが、この「ONE LIFE」もそれら
に続く星4つの上質な映画でした。名優による素晴らしい演技と美しい音楽、久しぶりにいい映画が見れたと
いう満足感と共に、同じロータリアンの偉業をとても誇りに思いました。そして今の私たちには何ができるだろ
うと考えさせられる映画でもありました。ロータリアン必見の映画ですので、皆様是非ご覧ください。

母子の健康月間



幹事就任挨拶 山崎幹事幹事報告

委員会報告

≪これからの予定≫

【1】 本日例会後、事務局にて、創立60周年実行委

員会

東大阪みどりＲＣへ表敬訪問（戸田会長、

山崎幹事）

ＰＭ6：30～青少年奉仕・職業奉仕合同委員会

於：味季創作 櫂（かい）

【2】 7/27（土）2024-25年度米山奨学委員長・カウ

ンセラー研修会（新井米山奨学委員長、土谷

カウンセラー、設営担当4名出席）

【3】 8/1（木）例会後、8月度定例理事会

≪連絡事項≫

【1】 本日の第1回クラブフォーラムは、「クラブの現

状とこれから」をテーマに各テーブルで個々

の意見をい出していただきます。忌憚なきご

意見をよろしくお願いいたします。

【2】 9月15日（日）～16（月・祝）に大阪リゾートホテ

ル・ロッジ舞洲にて秋のＲＹＬＡセミナーが開催

されます。現在米山のジヒョンさんを含む4名

の青少年が参加される予定です。受付に出欠

ボードを設置しておりますので、参加される方

はお食事、宿泊の有無等ご記入下さい。

（7/18）の出席者数：24名（2）
ゲスト1名：ガバナー事務所 栗正 久美 様

7/18 出席率：55.81％

※（ ）内数字は出席免除会員の出席者数
会員：48名（免除7名）

出席報告 7月18日

ガバナー公式訪問 レポート

◎青少年奉仕委員会 田原委員長

次年度（2025-26年度）の青少年交換派遣学生を

募集しております。本日チラシをお配りしておりま

すのでご一読下さい。

１．交換期間

・2025年8月に出発し、期間は約1年間。

・採用及び派遣先は地区青少年交換委員会にお

いて決定します。

２．交換内容

各々の派遣先のご家庭でホームステイをし、現地

の高等学校に通学します。現地の言葉を学び、

人々と交流し、その文化や習慣、歴史を学ぶと共

に、日本の文化や伝統、国情を伝え、青少年大使

としての国際理解と親善に努めます。

３．応募資格

１）出発時、16～18歳の高校生であること。

２）健康で礼儀正しく、水準以上の学力を持ち、外

国語の習得に意欲的な学生であること。学業成

績は、学年で上位1/3以内の者。(在学高校により

差があるので、相談に応じます。)

３）異文化、異なる環境で1年間過ごすことができ

る積極性と適応力を備えていること。

４）学校長の推薦と、1年間の派遣先での修学許

可が得られる学生であること。

6/27 7/4 7/11

HC出席 26(1）名 31(0)名 23(0)名

MU出席 7(2)名 3(1)名 5(0)名

修正出席率 71.74％ 80.95％ 68.29％

●7月22日（月）大阪西ＲＣ訪問 一由 麻里

於：ヒルトン大阪

11時20分より、ガバナー交流会を理事、役員、各委

員長、パスト会長、地区出向者の出席の元、例会

前に開催されました。

パソコン設定は、大阪西R Cの方がセッティングして

くださいました。

懇談後、拍手の中大橋ガバナーが例会場へ

卓話時間に大橋ガバナーより、今年度のガバナー

の方針が発表され、後半の5分に地区大会のPRを

行いました。

初めから、P Rマニュアルを読みながらとの指示で

したので、70数名の会員がおられましたが、噛まず

に無事終える事が出来ました。

次の訪問が待ち遠しい気持ちになり、良い経験の

場を頂き感謝です。

●7月19日（金）大阪ＲＣ訪問 城戸 総一郎

於：リーガロイヤルホテル大阪

7月19日（金）大橋ガバナークラブ公式訪問と共に

地区大会のPRも始まり、先陣を切って大阪ロータ

リークラブへ吉崎代表幹事、森川さんと共にPRに

参加してきました。大阪RCさんは、流石１００年を

超える歴史を持つ、伝統あるクラブらしく、例会の

開会前から多くのメンバーが集まり、会場前のロ

ビーで親しげに会話をされていました。渡辺会長、

岡橋幹事始め、吉川秀隆パストガバナー、多くの

メンバーさんとの名刺交換の後、合図と共に一斉

に会場に入場しました。私は吉川パストガバナー

の隣の席に案内され、少し緊張、程無く大橋ガバ

ナーが拍手で迎えられると、例会に先立ち７月に

ご逝去されたメンバー並びにご令室を悼み、黙と

うを捧げました。ソングリーダーのもと「我らの集

い」を合唱し、６名のメンバーにお誕生日のお祝い

品が送られました。わたしたちと大阪リバーサイド

RCからRYLAのPRにお二方お越しになられ紹介

を受けました。食事が始まり、会長の時間、幹事

報告、ニコニコ箱の紹介、等々の後、いよいよ大

橋ガバナーの卓話が始まりました。

持ち時間を余すことなくＲＩ方針・地区方針を発表

されました。いよいよ地区大会PＲです。メンバー

約２５０名、出席率７０％越え、２００名近いメン

バーを前にして初めての経験で地区協議会より

緊張しました。無事役目を終え、会場を後にしまし

た。

例会というよりもパーティに参加したような雰囲気

でした。８人テーブルを余すことなく皆さん食事と

会話を楽しんでおられ、古き良きＲＣの姿を垣間

見ることが出来ました。例会に来るのが楽しい、

皆で語り合うことが嬉しい。そのように努めたいと

思いました。

５）ロータリークラブの推薦が得られる学生である

こと。

４．応募期限

2024年8月1日（火）～ 2024年9月30日（土）

※お問い合わせは田原又は事務局まで
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